
業務実施状況のあらまし

カラマツの黄葉とアルプスの山並み

中部森林管理局

2.森林･林業再生への貢献

3.「国民の森林」としての管理経営

4.地域振興への寄与等

5.その他

国有林野事業の主な取組

中部森林管理局位置図

1.公益重視の管理経営の一層の推進



国有林野事業については、「森林・林業基本計画」（平成２３年７月閣議決定）を踏まえ、公益重視の管
理経営を一層推進するとともに、我が国の森林・林業の再生に貢献するため、その組織・事業の全てを一
般会計に移行することとして、「国有林野の有する公益的機能の維持増進を図るための国有林野の管理
経営に関する法律等の一部を改正する等の法律」（以下「国有林野管理経営法等改正法」という。）が平
成２４年 ６月２７日に交付されました。

平成２５年 ４ 月 １日から、同改正法の規定に基づき、一般会計の下で公益重視の管理経営の一層の
推進、森林・林業の再生への貢献、「国民の森林」としての管理経営、地域振興への寄与等に取り組んで
きました。

国有林野事業の一般会計への移行

中部森林管理局の役割

中部森林管理局管内の国有林野は、富山、長野、岐阜、愛知の４県にまたがり、都市近郊林から「日本
の屋根」といわれる日本アルプスをはじめとする高山帯まで分布し、その多くは地形が急峻な脊梁山脈や
重要な水源地帯に分布しています。これらの国有林野は、スギ、ヒノキ、カラマツなどの人工林から原生的
な天然林に至るまで多様な森林生態系を構成しています。

中部森林管理局の管理経営する国有林野は、４県の森林面積２４３万haの約３割弱を占める６５万haに
及びます。

森林の果たす役割は国土の保全、水源のかん養、自然環境の保全、森林とのふれあいや森林環境教
育の推進などに加え、地球温暖化の防止、生物多様性の保全などの観点からも、ますます重要となってい
ます。

中部森林管理局では、このような森林に対する要請に応えるため、公益的機能の発揮を重視した管理
経営を一層推進するほか、森林・林業の再生を図るため、国有林のフィールド・事業を活用するとともに、
国有林野を国民の共通財産として、多くの国民の参加の下に森林整備を行うなど、名実ともに開かれた
「国民の森林」を目指し取り組んでいます。

また、地域の要望に応え、国有林野の活用を図ることによって地域振興への寄与に取り組んでいます。
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中部森林管理局は、平成２５年度、国有林野事業の一般会計化等を踏まえ平成２４年１２月に変更され
た「国有林野の管理経営に関する基本計画」に基づき事業に取り組みました。

以下では、国有林野事業の管理経営の取組を、「公益重視の管理経営の一層の推進」、「森林・林業の
再生への貢献」、「「国民の森林」としての管理経営」及び「地域振興への寄与 等」の四つに分けて記述し
ます。

国有林に対する国民の要請は、国土の保全や水源かん養に加え、地球温暖化の防止、生物多様性の
保全等、公益的機能の発揮に重点を置きつつ更に多様化しており、重視される機能に応じた管理経営が
求められています。

このため、国有林野事業では、公益重視の管理経営を一層推進するとの方針の下、重視される機能に
応じた管理経営を推進するとともに、地球温暖化防止対策の推進、生物多様性の保全等に取り組みまし
た。

国有林野の管理経営に当たっては、国民の要請に応えるため、
個々の国有林野を重視すべき機能に応じて、｢山地災害防止タイプ｣、
｢自然維持タイプ｣、｢森林空間利用タイプ｣、｢快適環境形成タイプ｣及
び｢水源かん養タイプ｣の５つに区分しています。

国有林野事業の主な取り組み

1.公益重視の管理経営の一層の推進

（1）重視される機能に応じた管理経営の推進

①重視される機能に応じた森林の区分

②治山事業の推進

※中部森林管理局には現在、快適環境形成ﾀｲﾌﾟは有りません。

写真は、融雪に伴う災害により、
民有林と国有林が隣接する箇所で
発生した山腹崩壊箇所において、
長野県・北信署で連携して復旧に
取り組んだ事例です。

施設の共同利用などにより、迅
速かつスムーズに工事ができ、地
元住民の方々に完成報告等を行う
ことにより、地域の不安の解消に
つながりました。

国有林野事業では、地域の安全・安心を確保することを目的に、自然環境保全への配慮やコスト縮減
を図りながら、治山事業により、荒廃地の復旧整備や保安林の整備を計画的に進めました。

ア.民国連携による治山事業

民国連携治山事業：北信署 地区総会：北信署

②治山事業の推進

主な事業量
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区分

平成24年度 106 373 59

平成25年度 164 537 126

渓間工(基) 護岸工(ｍ) 山腹工(ha)

鳶ヶ巣復旧治山工事：伊那谷総合治山



治山事業施工箇所の状況を、説明会・各種会議等を通じて地元住民の方々に理解を深めて頂くととも
に、森林教室の場を利用して、治山の意義と重要性について情報発信をしました。

イ.治山事業のPR活動

森林の適切な整備・保全や間伐材の搬出利用を行うため、林地の保全に十分配慮し、間伐材等の木
材利用も図りながら低コストで丈夫な路網整備を進めました。

国有林野事業では、機能類型に応じた適切な森林の整備及び保全や林産物の供給等を効率的に行う
ため、林道（林業専用道を含む。）と森林作業道を、それぞれの道の役割や自然条件、作業システム等に
応じて組み合わせ、整備を進めています。

路網の整備に当たっては、地形に沿った路線線形とすることで、切土盛土等の土工量や、構造物の設
置数を抑えるとともに、現地で発生する木材や土石を土木資材として活用することにより、コスト縮減に努
めています。

また、国有林と民有林が近接する地域においては、民有林林道等の開設計画と調整を図り、計画的か
つ効率的な路網整備を行っています。

③路網整備の推進

現場説明会：北信署 治山連絡会議：中信署 森林教室・治山現場説明：飛騨署

主な事業量

平成24年度 50 4,389 5,614

平成25年度 92 2,233 4,892

区   分 植付
 下刈、除伐
 つる切等

間伐
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カラマツ列状間伐林：東信署

山地災害防止機能や水源かん養機能等の発揮や生物多様性保全のため、間伐等の着実な実施に努
めました。

また、地球温暖化防止に向けた森林吸収源対策として間伐等の森林整備を進めるとともに、保安林等
に指定されている天然生林の適切な保全管理に取り組みました。

一色第二林業専用道：飛騨署
（2）地球温暖化防止対策の推進

①間伐等の推進

単位：km

単位：ha

主な事業量

主な事業量

区   分 林道等新設 森林作業道

平成24年度 23.6 274

平成25年度 31.1 285



ア.治山ダムにおける、地域材型枠合板の実証実験

イ.木質バイオマス資源等への利用拡大の取組

間伐材等の木材利用は、森林整備の推進のみならず、木材による炭素の貯蔵にも貢献することから、

林道事業や治山事業等において間伐材等を資材として積極的に利用したほか、木材利用の普及活動に
取り組みました。

南洋材が使われることの多いコンクリート型枠用合板における地域材利用を図るため、治山ダムの施
工において地域材型枠合板利用の実証試験を関係機関と共同で行いました。本取組においては、現地
検討会や地元建設業者向けの見学会を開催してPRを行ったほか、結果についての発表やホームページ
上での情報の発信に取り組みました。

中信署

端尺材等をバイオマス発電用に販売してその利用拡大に努めました。また、搬出の低コスト化と材積測
定の簡素化を図ることを目的に、層積やコンテナ積みによる体積と重量との関係を重量換算係数として算
出・活用しました。

これにより、これまで林地残材となっていた端尺材等の未利用材の有効利用が図られました。

②木材利用の推進

富山署

左：たわみ試験

富山署

下：強度試験

ウ.木製品の需要拡大に向けた取組

重量換算係数の把握調査
：北信署

新規需要の開拓に向けて、薪や桶樽など木製品の需要拡大を目的とした講演会等を開催しました。

薪セミナーの様子：局 木曽署管内で開催された桶・樽サミット

木質バイオマス資材の
集積状態：北信署

木質バイオマス資材
トラック積込：北信署

資材の破砕：北信署管内

木質バイオマス発電所
：北信署管内
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生物多様性の保全を図るため、「保護林」や「緑の回廊」の設定、渓流等と一体となった森林の連続性
の確保による森林生態系ネットワークの形成、地域の関係者との協働・連携による森林生態系の保全、
ニホンジカ等の野生生物の保護管理等の取組を進めています。

また、高山植物の保護等を図るため、「グリーン・サポート・スタッフ（森林保護員）」による巡視やマナー
の啓発活動を行っています。

さらに、森林における生物多様性の保全を図るためには、森林の健全性を維持・確保するとともに、流

域等の一定の面的広がりの中で、樹種や林齢等の異なる森林が、時間の経過とともに成長、伐採、自然
の攪乱等により変化しながら、バランス良く分散的に配置されることが望ましいことから、国有林野事業で
は、間伐の計画的実施のほか、将来的に均衡が取れた齢級構成となるよう、長伐期施業、小面積の伐採
や伐採箇所のモザイク的配置、針広混交林に誘導する施業等に取り組んでいます。

（3）生物多様性の保全

優れた自然環境を有する森林や、希少な野生動植物が生息・生育する国有林野を維持するため、厳正
に保全・管理する生物多様性の核となる森林生態系を「保護林」に設定し、適切な保全管理を行っていま
す。

中部森林管理局管内の「保護林」には、「森林生態系保護地域」、「林木遺伝資源保存林」、「植物群落
保護林」、「特定動物生息地保護林」、「特定地理等保護林」及び「郷土の森」の6種類があり、総面積は管
理する国有林の約16％にあたる10.2万ヘクタールに及びます。

また、野生生物の生育・生息地を結ぶ移動経路を確保することにより、個体群の交流を促進し、種や遺
伝的な多様性を保全することを目的として、「保護林」を中心にネットワークを形成する「緑の回廊」を設定
しています。

「保護林」や｢緑の回廊｣では、森林の状態と野生生物の生育・生息実態に関するモニタリング調査を実施
して、保全管理に反映しています。

①保護林と緑の回廊の設定

｢保護林」及び「緑の回廊」 位置図

グリーンサポートスタッフ８３名が、管内の日本百名山
を中心に、利用マナーの啓発、植生保護、清掃活動等を
実施しました。

また、行政機関や山小屋関係者等との合同による高山

植物等の保護パトロール、外来植物の除去、登山者等へ
の普及活動を実施しました。 No.16

飛騨署高山植物等保護合同パトロール

②高山植物保護のためのパトロール等の実施
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保護林102,441ha



単位：ｍ

区　　　分 南アルプス 八ヶ岳 霧ヶ峰 浅間 計

平成20年度～平成24年度 1,148 2,626 4,000 315 8,089

平成25年度実績 120 890 1,010

合　　　計 1,268 3,516 4,000 315 9,099

ア.ニホンジカ被害対策の充実

各地域の協議会と協働し、ニホンジカによる食害を受ける希少な高山植物の保護・回復等を図るため、
防護柵の設置に取り組むとともに、シカの個体数調整（捕獲）の取組として、職員による捕獲、猟友会等へ
の委託による捕獲、くくりワナの貸出等に取り組みました。

③野生生物の保護管理と鳥獣被害対策

電気防鹿柵の設置：南信署

イ.ニホンジカの生息調査

区　　　　分

職員による捕獲 138 102

委託による捕獲 1,892 381

ワナの貸与による捕獲 1,516 2,089

その他 14 4

合　　　　計 3,560 2,576

平成25年度捕獲頭数 平成24年度捕獲頭数

防鹿柵の延長

シカ捕獲数

ニホンジカの行動範囲を把握し、対策に役立てるため、ニホンジカの生息調査、被害状況調査等を行っ
ています。その一貫として、高山地帯等には、自動カメラを設置して生息調査を行い、個体数管理のデー
タを集積しました。
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後立山：富山署 中央アルプス木曽駒ヶ岳直下：南信署

また、平成２４年度に引き続き、職員の被害に対する認識の醸成を図るため、職員によるニホンジカの
目撃場所、被害の状況や対応策、入林者による目撃情報などのアンケートを実施しました。

職員アンケートによるシカの目撃箇所（○印は新たに目撃があった箇所） 平成25年度に入林者が目撃した箇所



ヒノキ、サワラ等の温帯性針葉樹がまとまって自然度の高い状態を構成している木曽地方の貴重な森
林の保存・復元に向けた取組について、学識経験者や地域の関係者等の有識者による検討を行い、温
帯性針葉樹林の保存・復元に向けて取り組む地域として長野県から岐阜県にわたる約1.7万ヘクタールを
設定しました。
※ここでいう木曽地方とは、長野県内の木曽谷及び、岐阜県加子母裏木曽国有林です。

検討会の様子 取組区域の森林：長野県木曽郡上松町

登山者の入り込みに伴う踏み荒らし等による裸地化に加え、大量の降雨、降雪による砂礫の移動や強
風などにより衰退が進行した貴重な高山植物の保護・回復を目的として、衰退を食い止め、植生の復元を
図るための作業としてボランティアによる植生復元作業などを行いました。

また、踏み荒らしを防ぐための登山道ルート表示の点検も併せて行いました。

④木曽地方の温帯性針葉樹林の取扱についての検討

⑤高山植物等の復元

生物多様性保全等の森林の公益的機能の発揮のほか
、森林資源の有効利用、森林・林業の再生に向けた取組
まで連携・協力し、人と自然が共生する持続的社会の創
造と発展、地域産業への活性化に貢献するため、新たに
「中部森林管理局と信州大学農学部との連携と協力に関
する協定書」を締結しました。

本協定は、野生鳥獣による森林被害対策、各種会議で
の指導助言等の連携に係る分野において締結されてい
た協定を、発展的に見直して締結しなおしたものです。

（4）信州大学との協定

「高山植物植生復元作業」のボランティア作業の様子
富山署・木曽森林ふれあい推進センター

信州大学農学部との協定調印式

-7-

ルート表示の点検：岐阜署



①低コスト作業システムの導入に向けた検討会の開催

現在、森林・林業の再生に向けた取組が進められる中、国有林野事業では、その組織、技術力及び資
源を活用することにより、我が国の森林・林業の再生に貢献するため、林業の低コスト化等に向けた技術
の開発及び普及、林業事業体の育成、民有林と連携した施業の推進、森林・林業技術者等の育成及び林
産物の安定供給の取組を進めています。

国有林の多様なフィールドを活用し、林業の低コスト化等に向け、実用段階に到達した先駆的な技術等
について、事業レベルでの試行を進めるとともに、現地検討会等を開催するなど、地域の林業関係者等と
の情報交換や普及に努めました。

森林整備の推進と林業・木材産業の活性化を図るため、地域関係者と連携しつつ、地域材を低コスト・
高効率で供給するための検討を行いました。

2.森林・林業の再生への貢献

（1）林業の低コスト化等に向けた技術の開発・普及

フレキシブルホースを使用した
横断排水溝：中信署

作業道開設の状況：中信署 長尺材の搬出風景：中信署

検討会では、路網作設の専門家を講師に招き、関係行政機関・林業事業体等を対象にパイプ類を使用

民有林と国有林が連携し、森林施業の共同化・低コストを図るため、
各種会議等における情報発信、民有林等の関係機関との検討を実施
しました。

共同施業の検討をするにあたって国有林の伐採予定箇所や林道開
設箇所を表記した図面を作成・活用したほか、需要に合った採材によ
る有利販売を目指し、採材講習会の実施等を行いました。

伐採・搬出作業における低コスト化を
図るため、国有林のフィールドを利用し
て先進的林業機械を用いた森林作業道
開設の現地検討会を行いました。

検討会により、先進的林業機械によ
る効率的で安全性の高い作業道開設
の普及を図りました。

検討会の様子：木曽署

採材講習会の様子
森林技術・支援センター

②先進的林業機械を活用した作業システム検討会の開催

③森林施業の共同化・低コスト化に向けた取組

検討会の
パンフレット

検討会では、路網作設の専門家を講師に招き、関係行政機関・林業事業体等を対象にパイプ類を使用
した排水溝の作設実演や、運搬効率と安全性を高める手法を取り入れた森林作業道を作設し、フォワーダ
による積込・運搬・荷卸までの低コスト高効率作業システムについて検討・指導が行われました。
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林業技術の普及のために、木材の採材方法について局･署・素材生産業者などを一同に会した検討会
を実施しました。

この取組により、職員においては指導監督の知識や指導力、素材生産業者においては、効率的で高付
加価値の採材技術の向上が図られました。

森林の有する多面的機能の持続的発揮、木材の安定供給の推進等を目的に民有林と国有林の関係
者の間で「森林整備推進協定」を締結し、森林共同施業団地を設定しました。

民有林と国有林が一体となった森林の整備や木材の協調出荷等に取り組みました。

国有林野事業では、地域における施業集約化の取組に対して支援するため、民有林と連携することで
事業の効率化や低コスト化等を図ることのできる地域において、両者が連携した「森林共同施業団地」を
設定し、民有林と国有林を連結した路網の整備と相互利用、計画的な施業の実施、民有林材と国有林材
の協調出荷等に取り組んでいます。

（2）林業事業体の育成

（3）民有林と連携した施業の推進

①森林施業の効率化・共通化等の取組

現地での検討会の様子
森林技術・支援センター

採材方法の検討会
森林技術・支援センター

市場での検討会
森林技術・支援センター

平成25年度は、長野県木曽谷流域および、岐阜県下呂市小坂町北東地区の二箇所において協定を締
結しました（木曽谷流域の森林整備推進協定は、協定面積が14.5万haに及び全国最大の規模）。

平成25年度末現在、森林整備推進協定の締結数は11、設定面積は約22.2万ha（うち国有林野は約10.8
万ha）、森林共同施業団地は約5.7万ha（うち国有林3.2万ha）となっています。

②森林整備推進協定の締結

木曽署・南木曽支署
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岐阜署

東白川村新巣地域

高瀬川流域

南相木村

中津川市加子母地区

松本市奈川地区

伊那市杉島地区

高山市
一色･山中山地域

木島平村四ノ宮地域

《森林整備推進協定の位置》

木曽谷流域

東三河流域新城地区

下呂市小坂町北東
地区



国有林のフィールドや技術力を活用し、市町村の森林・林業行政を支援するフォレスター養成のための
研修や、林業専用道の設計・施工技術者などの育成研修を実施するとともに、准フォレスター連携会議や
森林作業道に関する検討会、講習会を行いました。

研修会：森林技術・支援センター

（4）森林・林業技術者等の育成

①准フォレスター研修の実施

②林業専用道技術者研修

准フォレスター研修

林業専用道技術者研修

研修会：森林技術・支援センター

受講者の区分 平成25年度 平成24年度

地方自治体等職員 73 83

国有林職員 7 11

計 80 94

受講者の区分 平成25年度 平成24年度

地方自治体等職員 36 55

民間事業体等職員 21 19

国有林職員 16 22

計 73 96

将来の森林・林業・木材産業に関する人材確保および育成の一環として、学校等および、県などと連携
を図り、林業系学校の学生に対する指導等に取り組みました。

③将来の森林・林業技術者の育成

間伐事業現場の見学：東濃署境界巡検研修：飛騨署

良材丸太の見分け方について
の指導：東濃署

間伐調査実習：飛騨署

インターンシップ生に対する、治山事業の指導：富山署
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公益的機能の維持増進に向けた管理経営を進めることを基本として、自然環境の保全等に十分配慮し
ながら、木材の持続的・計画的な供給に努めました。

国有林野事業からの木材の販売に当たっては、森林吸収源対策として積極的に進めている間伐に伴い
生産される間伐材等を主として、国産材の需要拡大や加工及び流通の合理化等に取り組む製材工場や
合板工場等と協定を締結して、国有林材を安定的に供給する「システム販売」を進めました。

カラマツ間伐林：東信署

高性能林業機械に
よる森林整備：飛騨署

山元土場での積み込み：南信署

（5）林産物の供給

①計画的な収穫の実施

②林産物の販売

販売の実施状況

収穫の実施状況

区　分 主伐 間伐 計

H24年度 63 550 613

H25年度 79 481 560

区　分 素材販売 立木販売

H24年度 214 13

H25年度 203 8

単位：千㎥

単位：千㎥

多様な森林を有する国有林野の特徴を活かして、民有林からの供給が期待しにくい文化財の修復用資
材のほか、伝統的文化と技術の継承等に寄与するため、天然林の維持を図りつつ、木曽ヒノキ等の大径長
尺材のほか有用広葉樹等を供給しました。

また、高齢級林分から産出される人工林ヒノキについて、シールを用いた産地と林齢の表示や、刻印で
表示を行うなど、高齢級材をアピールすることにより販売の促進を図りました。

よる森林整備：飛騨署

③その他の素材供給

伝統工芸（へぎ板による網代製品）

右は木曽署及び、南木曽支署から
産出される高齢級ひのき（80年生以
上）の中でも、高品質材に使用される
刻印を写したもの。

左は、愛知県段戸国有林産高齢級
ヒノキ（100年生以上）の木口に張られ
るシール。

システム販売による販売実績

-11-

中間土場の活用状況：岐阜署自動選別機と椪積（はいづみ）の様子
：南信署管内

年　度

H24年度

H25年度

143,504

137,397

数　量

単位：㎥



国土保全上重要な奥地脊梁山地や水源地域に多く分布し、国民の生活の安全・安心にとって重要な役割
を果たす国有林について、国民の方々の参加の下で管理経営を行うとともに、国有林が保健休養の場や
身近な森林とのふれあいの場として多くの人々に親しんでいただけるよう取り組みました。

①森林計画区の地区懇談会の実施

②国有林モニターの取組

平成25年度は、千曲川下流森林計画区（北信署）と
宮・庄川森林計画区（飛騨署）について地域住民の方々
との懇談会を開催しました。

参加者から出された意見等を踏まえて森林計画を策
定していくこととなります。

森林教室等を通じて、森林を育てることの重要性に関心を持ってもらうための活動として、NPOなど民間
団体との連携も図りつつ、森林環境教育の場としてのフィールドの提供等に取り組みました。

取組の一環として、学校等と森林管理署等が協定を結び、国有林の豊かな森林環境を子どもたちが体
験できる場として提供する「遊々の森」の設定を進めています。

3.「国民の森林」としての管理経営

（1）双方向の情報受発信

（2）森林環境教育の推進

宮・庄川森林計画区
懇談会：高山市

千曲川森林計画区懇
談会現地視察：信濃町

国有林モニター現地見学会
：飛騨署

国有林モニター会議：局

一般公募により選定した「国有林モニター」を対象とし
て、国有林野事業についてのアンケート調査や、現地
見学会・モニター会議を通じた意見交換等により、「開
かれた森林」にふさわしい管理経営に活かすよう取り組
みました。

②小学生によるレクリエーションの森の整備

①森林教室を通じた自然環境教育の実施

験できる場として提供する「遊々の森」の設定を進めています。
「遊々の森」では、協定先やNPO等の主催により、森林教室や自然観察、体験林業等の活動が行われ、

国有林職員による森林の働き等の説明や、手入れの技術指導、機材の貸出し等を通じ、各種の支援等に
取り組みました。

小中学生を中心とした森林教室を、
平成 25 年度は125 回開催し、延べ
5,943名の参加を得ました。

このほか、小・中学校等の教職員の
皆さんが、森林・林業に関する基礎知
識や体験活動の方法等が習得できる
よう「森林・林業体験学習研修会」を
開催しました。

地元の小学校と連携して学校行事
の一環として、レクリエーションの森に
おける遊歩道整備等に取組むとともに、
森林教室を実施し、自然環境の保護と
利用について学んでもらうよう取り組
みました。

丸太イス作り：飛騨署

森林教室：岐阜署

歩道への木材チップの敷設：富山署

児童の林業体験：南信署
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②森林ボランティア・NPO連携推進会議

自ら森林づくりを行いたいという国民からの要望に応えるため、NPO団体等と協定を締結して森林づくり
のフィールドを提供する「国民参加の森林づくり」に取り組みました。森林管理署等からは、NPO団体等に
継続的に森林づくり活動に参加してもらえるよう、技術的な助言や講師の派遣等の支援を行いました。

「国民参加の森林づくり」協定締結箇所

ふれあいの森活動による間伐
：東濃署

ボランティア団体による除伐作業
：名古屋事務所・愛知所

中部森林管理局管内で活動する森林ボランティアやＮＰＯ団体との交流促進、情報交換及び相互研鑽
を目的とする「森林ボランティア・ＮＰＯ連携推進会議」を塩尻市にて開催しました。

会議では、薪ストーブユーザーが中心
となって、間伐によって生じた林地残材
等を有効活用する任意団体を講師に招
き、「簡易索道を用いた集材のデモンスト
レーション」が行われました。

また、薪割り体験のブースが設けられ、

（3）NPO団体等による森林づくり活動への支援

区　　　分 H25年度箇所数

ふれあいの森 11

遊々の森 11

木の文化を支える森 6

社会貢献の森 4

多様な活動の森 6

①国民参加の森林づくり

②NPO・ボランティアが行う森林整備・林業体験活動等への支援

伊勢神宮御用材伐採跡地の説明：
東濃署

また、薪割り体験のブースが設けられ、
参加者が斧を使っての薪割り体験を行

うなど、NPO等の新たな取組や技術の向
上に資することとしました。

（4）｢木の文化を支える森｣の取組

緩衝帯整備（下刈・除伐）の実施：東信署 作業完了後の林内：東信署

相互研鑽のための勉強会を実施 「森林ボランティア・ＮＰＯ連携推進
会議参加者の皆さん
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「御柱の森」植樹祭：南信署

｢木の文化を支える森」活動の一環と

して、「御柱の森」関係者等による植樹
活動のほか、「裏木曽古事の森」の環境
整備、木の文化と歴史を語る催し、「道
祖神祭りの森」歩道修理等への技術指
導・助言等に取り組みました。

動物等からの安全と安心を得られる
里山づくりのため、人間と野生動物の
生活エリアの間に見通しの良い緩衝帯
を設けることによる活動を支援しました。



①国有林野の貸付・売払い

4.山村地域の振興と森林の総合利用

山村地域の社会経済に貢献するとともに、森林の保健・文化・教育的利用等の取組を進めました。

（1）国有林野の貸付・売払い

（2）「レクリエーションの森」の利用推進

区 　　  分

林　　   野 13.8 13.6

土　　   地 - 0.5

計 13.8 14.1

平成25年度実績 平成24年度実績

単位：ha

道路敷き

1,039ha

17.7%

ダム・堤防敷き

187ha

3.2%

電気・通信事業敷き

1,745ha

29.7%

農耕・採草・放牧地

1,176ha

20.0%

森林空間利用事業

1,412ha

24.0%

鉱業用地

10ha

0.2%

その他

313ha

5.3%

自然休養林

16,021ha
42.9%

自然観察教育林

野外スポーツ地域

3,411ha

9.1%

風景林

9,008ha

24.1%

風致探勝林

4,045ha

10.8%

平成25年度末国有林野の貸付状況

国有林野の所在する地域の社会経済状況、住民の意向等を踏ま
え、地域の産業振興、住民の福祉の向上に資するよう、地元自治体
等に対して国有林野の貸付・売払いを行いました。

林野・土地の売払い状況

「レクリエーションの森」設定状況

優れた自然景観を有し、森林浴や自然観察、野外スポーツ等に適した森林を「レクリエーションの森」とし

て広く国民の皆さんに提供するとともに、その快適な利用を図るためボランティア等の協力も得ながら歩道
等の整備を行いました。 自然休養林位置図

合計5,882ha

合計37,380ha

広く一般の方々が気軽に自然散策出来るよう、国有林の散策マップをホームページに掲載しました。

（3）森林散策等の情報発信
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自然観察教育林

4,589

12.3%森林スポーツ林

306ha

0.8%

9.1%

自然休養林

2,611,428人

15.9%

自然観察教育林

4,449,607人

27.1%

森林スポーツ林

9,875人

0.1%

野外スポーツ地域

5,504,281人

33.6%

風景林

631,026人

3.8%

風致探勝林

4,572,617人

27.9%

「レクリエーションの森」利用実績

合計17,778,834人



最優秀賞「春の輝き」
撮影者：斉藤毅
撮影場所：塩尻市奈良井

優秀賞｢八千穂高原春景」
撮影者：井出利久

撮影場所：佐久穂町

優秀賞「カラマツ並木」
撮影者：岩下 直
撮影場所：南牧村

①カラマツ新緑写真コンテスト入選作品

（4）カラマツ新緑写真コンテストの実施

平成２４年度の「カラマツ黄葉写真コンテスト」に引き続き、信州の春風景になくてはならないカラマツの新
緑について、カラマツを木材資源としてだけではなく、観光資源としても評価していただくため、長野林政協
議会（中部森林管理局と長野県林務部の間で設置している協議会）により「カラマツ新緑写真コンテスト」を
実施しました。

優秀賞「緑風の中の青春」
撮影者：盛 壮司
撮影場所：松本市

優秀賞「萌える森」
撮影者：古谷 治
撮影場所：小海町

優秀賞「桜にカラマツの芽吹き」
撮影者：星野吉春
撮影場所：茅野市
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長野駅善光寺口利活用ネットワーク及び

長野市が、長野駅善光寺口駅前広場に長
野市産の間伐材を使用して設置している「工
事囲いアートギャラリー」に、「カラマツ新緑
写真コンテスト」及び「カラマツ黄葉コンテスト
の入選作品とともに展示しました。

②作品の展示等



（1）用語の解説

5.その他
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（2）組織体制

・JR長野駅から徒歩約２０分
・上信越自動車道
須坂長野東インターから車で約１５分
長野インターから車で約２０分

所在地
〒380-8575
長野市栗田715-5
電話(代表)：026-236-2720
I P 電 話：050-3160-6500
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（3）アクセス

管内（富山、長野、岐阜、愛知）の森林（約２４３万ha）の約３割を
占める６５万haの国有林について、１1の森林管理署等により、効率
的な管理経営に努めています。

職員数558人（平成２６年４月１日現在）



カラマッキー

スーギー ひーのん

カラマッキー

中部森林管理局総務企画部 企画調整課 企画調整係 IP 050-3160-6507・6562

地域とのふれあいと国有林野事業の情報発信のために、「夏休み子どもふれあいデー」を開催しました。
局庁舎を開放し、様々なイベントを通じて国有林の仕事を子供達に伝えるための取組を行いました。

平成25年7月31日中部森林管理局「夏休み子どもふれあいＤＡＹ」に
おいて名前を募集したところ、上記に決定しました。

今後、ホームページや各種イベントでおもいっきり活躍します。

丸太切り体験 ネイチャークラフト体験


